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国内初となる位置情報に基づく次世代駐車場の車載決済デモシステムを開発 
 

〜「あなたのカーライフをステキにする」をテーマにジャパンモビリティショー2023 に出展〜 
 

萩原電気ホールディングス株式会社（愛知県名古屋市東区、代表取締役社長:木村 守孝、証券コード:7467）のグルー

プ会社である、萩原エレクトロニクス株式会社（愛知県名古屋市東区、代表取締役社長:副島 剛）は、子会社であるアメ

リカ法人 Hagiwara America, Inc.を通じて出資した米国のスタートアップ Sheeva.AI 社（CEO Evgeny Klochikhin, 

PhD）と共に、スマートで快適なカーライフを実現する為の In-Vehicle Payment(車載決済）市場の開拓に取組んでおりま

す。 

この度、技術検証と利便性の体験を目的としたデモシステムの開発を国内大手 Tier1 の協力を得て実施いたしました。これは

位置情報に基づく駐車場の車載決済システムとしては国内初*1 の試みとなります。 

本デモシステムについて、2023 年 10 月 25 日（水）から 11 月 5 日（日）まで東京ビックサイトで開催されるジャパンモビ

リティショー2023 の萩原エレクトロニクスブースにてご紹介いたします。 

（*1）当社調べによる。 

 

（１）In-Vehicle Payment(車載決済）市場について 

車載決済とは自動車そのものを決済端末として活用する仕組みで、ドライバーの支払いに関わる負担を軽減し利便性を大きく

向上させるユーザーエクスペリエンスを実現します。調査会社 Precedence Research 社によると、世界の車載決済市場は

2032 年までに年平均成長率(CAGR) 16.2%で成長し、200 億ドル規模まで拡大すると予測されています。 

 

（２）Sheeva.AI 社の車載決済技術について 

  Sheeva.AI 社の技術は、自動車の正確な位置情報を得

る技術（右図①）とその情報を用いたサービス API（同②）

で構成されています。 

一般的に GPS を用いた測位技術は、大気遅延*2 やマルチ

パス*3 などの影響を受け 10ｍから 20m 程度の誤差が生じる

と言われています。これらを解決する為に、RTK（Real Time 

Kinematric）による相対測位で誤差を補正したり、外部の

他の基準信号を用いて補正する技術もありますが、これらの方

法は機器自体が高額であったり、基準信号を発する機器をイ

ンフラとして広範囲に整備しなければならないという課題があり、

自動車の応用では一般に使われていません。 

カーナビゲーションシステム等の車載機器では、GPS に加え、

自動車の運行情報（速度、舵角など）を用いた位置補正

（Dead Reckoning）や地図情報を用いた位置補正（Map Matching）が使われています。 

Sheeva.AI 社もこれらの技術を用いていますが、Dead Reckoning に関して特許を取得した独自のアルゴリズムを用いて、



飛躍的に精度を高め車載決済に応用できるレベル（誤差２ｍ以内）を実現しています。 

  更に、高精度な位置情報に基づくクラウド上のサービス API も開発し、駐車料金だけでなく、ドライブスルーでの買い物や、ガソ

リン給油・EV 充電といった燃料の補給、有料道路の通行料やシェアカー利用料などの支払いにも対応しています。 

これらの技術を用いる事で、ドライバーはカーライフでの支払いを、クレジットカードや QR コード*4 を提示する事もなく、スマートで

ストレスフリーなユーザ体験を実現する事ができます。 

 

（*2）GPS において衛星からの信号が大気中の影響によって誤差を生じる現象。衛星から地上の受信機まで到達する間に、大気中の湿度や

気温変化により信号が屈折/反射する事で遅延が発生し、位置データの計算に誤差を生じさせる。 

（*3）衛星からの信号が山やビルなどに反射する事で受信機に複数の同一信号が遅延を伴って到達する事により位置データの計算に誤差を生

じさせる現象。 

（*4）QR コードは株式会社デンソーウエーブの登録商標です。 

 

（３）次世代駐車場 車載決済デモシステムについて 

今回開発したデモシステムは、駐車場設備（入出庫ゲー

トや車止め装置など）がないスペースに対して、利用条件に

関する属性（駐車可否や課金方法）をクラウド上で設定

し、駐車場として利用できることが特徴です。 

車載機器側は正確な位置情報を得るアルゴリズムとクラウ

ドと通信できるソフトウエアを搭載して任意の駐車スペースに

駐車します。その際に駐車スペースの属性に沿って正しく課

金が実施される事を実証しています。この技術を活用することで、駐車場事業者は高額な駐車設備を導入せずにスペースを駐

車場化する事が可能となります。 

更に、駐車場の利用条件を、曜日や時間、近隣のイベントの有無に応じてクラウド上で手軽にタイムリーに変更する事が出来

るため、稼働率や収益の向上を図る事ができます。 

利用者（ドライバー）は、入庫ゲートでのチケットの受け取りや、精算機に立ち寄っての現金支払い、クレジットカードや QR コ

ードの提示などの煩わしい作業を行う事なく、車中での簡単な操作によって精算を済ませる事ができます。 

デモシステムでは、駐車場から離れた場所でスマートフォンを使い課金状況を確認する事ができる事も示しています。本開発は

Sheeva.AI 社の技術をベースとして、車載側ソフトウエアとスマホアプリの開発を国内大手 Tier1 と共同で行いました。 

 

（４）ジャパンモビリティショー2023 での展示について 

ジャパンモビリティショーでは、次世代駐車場 車載決済デモシステムで使用した機器や動画、Sheeva.AI 社の技術やユース

ケースをご紹介しています。また、車載決済以外でも次世代モビリティで必要となる、萩原エレクトロニクスが保有するソリューション

を展示しています。是非、お立ち寄りください。 

【萩原エレクトロニクスブース】 

■展示内容 

・「あなたのカーライフをステキにする」 車載決済（MaaS) 

ソリューション 

・アイコンタクト検知デモ  AI による気づき検知ソリューション 

・車載セキュリティソリューション 

■出展エリア 

東展示棟 1 階 東 7 ホール 404 

※展示ブースイメージ 



 

Japan Mobility Show 2023 概要 

主催 一般財団法人日本自動車工業会 

会場 東京ビッグサイト 

開催期間 

開催時間 

プレスデー 10/25(水）8:00-18:00 

10/26(木）8:00-13:00 

オフィシャルデー 10/26(木）13:30-18:00 

特別招待日 

障害者手帳をお持ちの方の特別見学日 

10/27(金）9:00-18:00 

プレビューデー 10/27(金）12:30-18:00 

一般公開日（日曜日以外） 10/28(土）〜11/4(土）9:00-19:00 

※10/29(日）以外 

一般公開日（日曜日） 10/29(日）、11/5(日） 9:00-18:00 

公式サイト https://www.japan-mobility-show.com/ 

 

【会社概要】 

会社名：Sheeva.AI 

所在地：8521 Leesburg Pike Suite 250, Vienna, VA 22182, USA 

代表者：Evgeny Klochikhin, PhD 

設立：2016 年 3 月 8 日 

URL： https://www.sheeva.ai/ 

 

【会社概要】 

会社名：萩原エレクトロニクス株式会社 

所在地：愛知県名古屋市東区東桜 2-2-1 高岳パークビル 

代表者：副島 剛 

URL: https://hagiwara-ele.com/ 

 

 

【本リリースに関する報道のお問い合わせ先】 

萩原エレクトロニクス株式会社 事業計画室 

担当： 棚橋（たなはし） 

TEL：（052）931-3125 E-mail：hel_info@hagiwara.co.jp 

mailto:hel_info@hagiwara.co.jp

